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成長
せいちょう

を見つめ
み   

、自覚
じかく

を持たせる
も    

！  
あけましておめでとうございます。 

皆様
みなさま

におかれましては希望
きぼう

に満ちた
み   

新年
しんねん

をお迎え
  むか  

のことと

存じます
ぞん      

。日頃
ひごろ

より 荘島
しょうじま

小学校
しょうがっこう

の 教育
きょういく

を 温かく
あたた    

見
み

守
まも

り

ご 協 力
  きょうりょく

いただいたことに深く
ふか  

感謝
かんしゃ

しております。本年
ほんねん

も皆様
みなさま

と共
とも

に児童
じどう

の健全
けんぜん

育成
いくせい

に向け
む  

、教職員一
きょうしょくいんいち

同心
どうこころ

を一つ
ひと  

にして荘
しょう

島
じま

小
しょう

の

子ども
こ   

によい経験
けいけん

をさせるべく頑張って
がんば    

まいります。 

三
さん

学期
がっき

は最も
もっと  

短い
みじか  

学期
がっき

ですが、学年
がくねん

の締めくくり
し    

として大切
たいせつ

な学期
がっき

です。１年生
  ねんせい

は

入学
にゅうがく

当初
とうしょ

の１年生
  ねんせい

ではなく、限りなく
かぎ      

２年生
  ねんせい

に近い
ちか  

１年生
  ねんせい

であり、６年生
  ねんせい

は限りなく
かぎ      

中学生
ちゅうがくせい

に近い
ちか  

のです。児童
じどう

一人ひとり
ひとり      

に自己
じ こ

の確か
たし  

な成長
せいちょう

に目
め

を向けさせ
む   

、荘島
しょうじま

小学校
しょうがっこう

の歴史
れきし

の担い手
に な  て

として努力
どりょく

するよう指導
しどう

していきたいと考えて
かんが   

います。

ご 協 力
  きょうりょく

のほどよろしくお願い
ねが  

します。 

上手
じょうず

に握れた
にぎ    

ね、ギュギュッと「おにぎりの日
ひ

」 

１１月３０日（水
すい

）、子ども
こ   

たちはお家
  うち

の人
ひと

と

一緒
いっしょ

に、または自分
じぶん

だけの力
ちから

で「オリジナルお

にぎり」を握って
にぎ    

登校
とうこう

しました。 

おにぎりは弥生
やよい

時代
じだい

の遺跡
いせき

（杉谷
すぎたに

チャノバタ

ケ遺跡
いせき

）で米粒
こめつぶ

の 塊
かたまり

が炭化
たんか

したものが出土
しゅつど

し

ており、この出土
しゅつど

を記念
きねん

して制定
せいてい

されたのが、

「おにぎりの日
ひ

６月
  がつ

18日
にち

」だそうです。「2000

年
ねん

近く
ちか  

も前
まえ

から」と考える
かんが    

と、私たち
わたし    

の

遺伝子
い で ん し

の中
なか

に深く
ふか  

刻み込まれて
きざ  こ      

いる食
しょく

文化
ぶんか

で

あるのではないかと感慨深い
かんがいぶか  

ですね。 

もう一つ
ひと  

、「おむすびの日
ひ

11月
がつ

17日
にち

」があり

ます。これは阪神
はんしん

淡路
あわじ

大震災
だいしんさい

が起こった
お    

日
ひ

で、

ボランティアの方々
かたがた

が炊き出し
た  だ  

で配布
はいふ

したの



がおむすびでした。こころをむすび、震災
しんさい

を忘れない
わす      

ために制定
せいてい

されたそうです。 

食育
しょくいく

の基本
きほん

は家庭
かてい

ですが、これからも学校
がっこう

では「食事
しょくじ

の重要性
じゅうようせい

」「心身
しんしん

の健康
けんこう

」「食品
しょくひん

を選択
せんたく

する能力
のうりょく

」「感謝
かんしゃ

の心
こころ

」「社会性
しゃかいせい

」「食
しょく

文化
ぶんか

」の６の視点
してん

で食育
しょくいく

を進めて
すす    

いき

ます。次
つぎ

は２月
  がつ

。「お弁当
  べんとう

の日
ひ

」です。今後
こんご

も、一緒
いっしょ

に取り組んで
と  く   

いけたらと思って
おも    

いま

す。ご 協 力
  きょうりょく

をお願い
 ね が  

します。 

しつけの三
さん

原則
げんそく

ー「はき物
   もの

をそろえる、椅子
い す

を入れる
い   

」 

哲学者
てつがくしゃ

で教育者
きょういくしゃ

でもあった 故
こ

 森
もり

信
しん

三
ぞう

氏
し

は、しつけの

三
さん

原則
げんそく

として①挨拶
あいさつ

をする子
こ

にすること、②｢はい｣ とは

っきり返事
へんじ

のできる子
こ

にすること、③はき物
    もの

を脱いだら
ぬ    

、

必ず
かなら  

そろえ、席
せき

を立ったら
た    

必ず
かなら  

椅子
い す

を入れる
い   

子
こ

にするこ

とを挙げて
あ   

います。 

３学期
がっき

「席
せき

を立ったら
た    

必ず
かなら  

椅子
い す

を入れる
い   

」ことをがんばりましょうと伝えて
つた    

います。

帰り
かえ  

の会後
かいご

、椅子
い す

を入れず
い   

教室
きょうしつ

を出て
で  

も、何
なに

も問題
もんだい

はありません。体育
たいいく

の学習
がくしゅう

の時
とき

、

椅子
い す

を入れず
い   

に運動場
うんどうじょう

に行って
い   

も、何
なに

も問題
もんだい

はありません。椅子
い す

を入れず
い   

に少人数
しょうにんずう

教室
きょうしつ

から自分
じぶん

の教室
きょうしつ

に戻って
もど    

も、何
なに

も問題
もんだい

はありません。特別
とくべつ

教室
きょうしつ

を使ったら
つか      

使いっぱなし
つか        

。椅子
い す

も出しっぱなし
だ      

。何
なに

も問題
もんだい

はない。そう、問題
もんだい

はないです。しかし、

この考え
かんが  

・行動
こうどう

に、違和感
い わ か ん

を感じる
かん    

保護者
ほ ご し ゃ

も多い
おお  

のではないでしょうか。それは、この

考え方
かんが  かた

・行動
こうどう

に他者
たしゃ

意識
いしき

（自分
じぶん

の行動
こうどう

が他者
たしゃ

にどのような影響
えいきょう

を与える
あた    

かを客観的
きゃくかんてき

に気付く
き づ  

ことができる視点
してん

）がないからだと思います
おも      

。他者
たしゃ

意識
いしき

をもつこと。これは他者
たしゃ

への配慮
はいりょ

であり、思いやり
おも      

の原点
げんてん

であるような気
き

がします。 

また、使った
つか    

椅子
い す

をいれず教室
きょうしつ

を出れば
で   

、教室
きょうしつ

の横
よこ

を通り過ぎる
とお   す     

人
ひと

の印象
いんしょう

は

決して
けっ    

良い
よ  

ものではありません。友達
ともだち

の家
いえ

に行って
い   

椅子
い す

も入れず
い   

に帰って
かえ    

は、恥
はじ

をかく

のはその子
こ

自身
じしん

となります。 

「しつけ」という漢字
かんじ

は「躾
しつけ

」。分解
ぶんかい

すると、「身
み

が美しい
うつく    

」と書きます
か    

。この漢字
かんじ

は、中国
ちゅうごく

にはないのだそうです。「身
み

が美しい
うつく    

」と書いて
か   

「しつけ」と読ませる
よ    

という

のは、日本人
にほんじん

の発明
はつめい

なのだそうです。美しい
うつく    

ふるまいを身
み

に付ける
つ   

。それは、生き方
い   かた

を

正しく
ただ    

し、精神
せいしん

を鍛える
きた    

ことに通じて
つう    

いくのだと思います
おも      

。「椅子
い す

を入れる
い   

」これは

教えない
おし      

と育ちません
そだ       

。ご家庭
  かてい

でも、機会
きかい

を通じ教えて
つう  おし    

いっていただければと思います
おも      

。 

 


